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は
じ
め
に

本
稿
で
は
︑
東
洋
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
井
上
円
了
が
着
賛
し
た

扇
面
を
表
装
し
た
掛
軸
﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂
を
紹

介
す
る
︒

筆
者
は
︑
以
前
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
︑
円
了
の
遺
墨
に
接
す
る
機
会
が
度
々
あ
っ
た
︒
そ
の
縁
で

円
了
の
書
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
︑
個
人
的
に
円
了
の
遺
墨
を

収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
本
作
品
は
そ
う
し
た
収
集
品
の
中
の
一

つ
で
︑
令
和
元
︵
二
〇
一
九
︶
年
二
月
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
︒

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
︑
令
和
元
︵
二
〇
一
九
︶
年
一
二
月
二
三

日
に
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
︵
現
井
上
円
了
哲
学
セ
ン

タ
ー
︶
か
ら
発
行
さ
れ
た
﹃
C
A
T
A
L
O
G
井
上
円
了
︱
モ
ノ
か
ら
見

る
思
想
・
活
動
・
人
脈
︱
﹄
の
解
説
(
１

)

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
︑

作
品
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
︒

こ
の
掛
軸
は
︑
大
正
六
︵
一
九
一
七
︶
年
一
一
月
一
一
日
の

日
曜
日
に
挙
行
さ
れ
た
﹁
東
洋
大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
祝
賀

式
﹂
で
記
念
品
と
し
て
配
布
さ
れ
た
﹁
三
学
長
合
作
の
記
念
扇
﹂

の
扇
面
︵
原
本
と
思
わ
れ
る
︶
を
軸
装
し
た
も
の
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
同
書
で
は
紙
幅
に
限
り
が
あ
り
︑
扇
面
に
あ
る
賛

や
作
品
と
関
わ
り
の
あ
る
人
々
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
︒

さ
ら
に
本
年
︵
令
和
三
︹
二
〇
二
一
︺
年
︶
五
月
︑
筆
者
は
新
た

に
扇
面
の
円
了
の
賛
と
よ
く
似
た
内
容
を
円
了
が
揮
毫
し
た
掛
軸

﹁
煩
悩
泥
中
菩
提
生
根
﹂
を
入
手
し
た
︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
同
作
品

も
新
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
︑
円
了
が
﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三

先
生
合
作
扇
面
﹂
に
着
け
た
賛
の
意
味
を
紐
解
く
た
め
の
手
掛
か
り

を
提
供
し
た
い
︒

資
料
紹
介

｢
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合

作
扇
面
｣
、
｢
煩
悩
泥
中
菩
提

生
根
﹂

池
上
正
男

ikegam
i
m
asao
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１

﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂

︵
大
正
六
年

紙
本
墨
画
・
墨
書
︑
掛
軸
︶

写
真
㋐

扇
面

①
井
上
円
了
の
賛

︹
翻
刻
︺

﹇
印
﹈

煩
悩
泥

中
菩
提

生
根

悪
業
浪

上
仏
果

結
実甫

水
道
人

題﹇
印
﹈
﹇
印
﹈

︹
書
き
下
し
文
︺

煩
悩
の
泥
の
中
に
菩
提
の
根
を
生
ず

悪
業
の
浪
の
上
に
仏
果
の
実
を
結
ぶ
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②
大
内
青
巒
の
賛

︹
翻
刻
︺

﹇
印
﹈

御
房
鋳
馬

蹄
実
顆
籏

蜂
穴藹

々
青
巒

﹇
印
﹈
﹇
印
﹈

︹
書
き
下
し
文
︺

御
房
は
鋳
た
る
馬
蹄
︑

実
顆
の
籏
は
蜂
穴
た
り

写
真
㋑

軸
箱

蓋
表

写
真
㋒

軸
箱

蓋
裏

写
真
㋓

軸
箱

内
底

写
真
㋔

軸
箱

裏

③
箱

書

︹
翻
刻

蓋
表
︺

青
巒
甫
水
恵
︵
慧
︶
雲
三
先
生
合
作
扇
面
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︹
翻
刻

蓋
裏
︺

昭
和
六
年
五
月
装
幀
成
日

黄
洋
題

﹇
印
﹈
﹇
印
﹈

︹
翻
刻

内
底
︺

謹
呈

昭
和
十
八
年
七
月
七
日

東
洋
大
学
長
高
嶋
米
峰
先
生
座
下
辱
知

富
田
斅
純

﹇
印
﹈

︹
翻
刻

裏
︺

此
書
故
境
野
黄
洋
先
生
装
幀
し
蔵
す

後
富
田
斅
純
師
に
渡
る

昭

和
十
八
年
七
月

高
嶋
米
峰
先
生

東
洋
大
学
長
に
就
任
せ
ら
る
ゝ
に
及
ん
で
斅
純
師

之
を
米
峰
先
生
に
贈
る

米
峰
先
生
逝
去
の
後
遺
族
よ
り
遺
品
と
し
て
余
に
贈
ら
る

昭
和
二

十
四
年
十
二
月

高
木
武
三
郎

﹇
花
押
﹈

２

﹁
煩
悩
露
中
菩
提
花
開
﹂

︵
大
正
元
年

紙
本
墨
書
︑
掛
軸
︶

写
真
㋕

井
上
円
了
の
書

︹
翻
刻
︺

﹇
印
﹈

煩
悩
露
中
菩
提
花
開

悪
業
浪
上
仏
果
月
浮

井
上
円
了
書
﹇
印
﹈
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︹
書
き
下
し
文
︺

煩
悩
の
露
中
に
菩
提
の
花
開
く

悪
業
の
浪
上
に
仏
果
の
月
浮
か
ぶ

解
題

１

﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂

大
正
六
︵
一
九
一
七
︶
年
一
一
月
一
一
日
︵
日
曜
日
︶︑
東
洋
大
学

の
創
立
三
〇
周
年
を
記
念
す
る
祝
賀
式
が
挙
行
さ
れ
た
︒
東
洋
大
学

と
同
じ
く
井
上
円
了
が
創
立
し
た
京
北
中
学
校
運
動
場
に
大
天
幕
を

張
り
︑
保
証
人
席
・
学
生
席
・
来
賓
席
︑
壇
場
を
設
え
て
式
会
場
と

し
た
が
︑
こ
の
祝
賀
式
の
様
子
は
︑﹃
東
洋
哲
学
﹄
第
二
四
篇
第
一
一

号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
(
２

)

︒

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
︑
参
列
者
は
午
前
八
時
過
ぎ
か
ら
続
々

と
来
会
し
た
︒
来
賓
と
し
て
︑
文
部
省
関
係
者
・
東
京
市
関
係
者
・

学
校
関
係
者
・
仏
教
関
係
者
な
ど
朝
野
の
名
士
数
百
名
が
来
会
し
︑

こ
の
ほ
か
に
多
数
の
出
身
者
・
保
証
人
・
学
生
が
参
列
し
た
︒

こ
の
日
の
来
会
者
に
は
︑
絵
葉
書
︑
東
洋
大
学
創
立
三
〇
年
記
念

号
と
銘
打
っ
た
﹃
東
洋
哲
学
﹄
第
二
四
篇
第
一
〇
号
︵
大
正
六
年
一

一
月
一
〇
日
発
行
︶
の
ほ
か
︑﹁
三
学
長
合
作
の
記
念
扇
﹂
が
記
念
品

と
し
て
配
布
さ
れ
た
︒
こ
の
﹁
三
学
長
合
作
の
記
念
扇
﹂
が
︑
本
稿

で
紹
介
す
る
﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂
を
も
と
に
複
製

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂
は
︑
東
洋
大
学
初
代
学
長
井

上
円
了
︑
第
二
代
学
長
前
田
慧
雲
︑
第
三
代
学
長
大
内
青
巒
の
三
人

が
共
同
で
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
︒

井
上
円
了
は
︑
安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
二
月
四
日
︑
現
新
潟
県

長
岡
市
の
真
宗
大
谷
派
慈
光
寺
に
円
悟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
︒

明
治
二
〇
︵
一
八
八
七
︶
年
私
立
哲
学
館
︵
現
東
洋
大
学
︶
を
創
立

し
︑
館
主
と
な
っ
た
︒
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
設
置
が
認
可
さ
れ

私
立
哲
学
館
を
私
立
哲
学
館
大
学
と
改
称
し
た
こ
と
に
伴
い
︑
明
治

三
七
︵
一
九
〇
四
︶
年
四
月
一
日
に
初
代
学
長
に
就
任
し
た
︒
明
治

三
八
︵
一
九
〇
五
︶
年
一
二
月
三
一
日
に
学
長
を
辞
任
︑
名
誉
学
長

と
な
る
︒
大
正
八
年
六
月
六
日
中
国
大
連
に
お
い
て
六
一
歳
で
逝
去

し
た
︒

前
田
慧
雲
は
︑
井
上
円
了
の
学
長
退
隠
の
後
を
引
き
継
ぎ
︑
明
治
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三
九
︵
一
九
〇
六
︶
年
一
月
二
三
日
に
第
二
代
学
長
に
就
任
し
た
︒

同
年
六
月
二
八
日
に
は
︑
円
了
の
考
え
に
も
と
づ
い
て
私
立
哲
学
館

大
学
を
私
立
東
洋
大
学
と
改
称
し
た
(
３

)

︒

安
政
四
︵
一
八
五
七
︶
年
一
月
一
四
日
現
三
重
県
桑
名
市
の
真
宗

本
願
寺
派
西
福
寺
に
覚
了
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
︒
東
京
帝
国
大

学
文
科
大
学
講
師
を
は
じ
め
諸
専
門
学
校
の
講
師
も
務
め
︑こ
の
時
︑

哲
学
館
の
講
師
も
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
ま
た
仏
教
大
学
長
と

な
っ
た
︒
大
正
三
︵
一
九
一
四
︶
年
六
月
に
東
洋
大
学
長
を
辞
任
後
︑

大
正
一
一
︵
一
九
二
二
︶
年
九
月
龍
谷
大
学
長
に
就
任
︒
昭
和
五
︵
一

九
三
〇
︶
年
四
月
二
九
日
︑
七
三
歳
で
逝
去
し
た
(
４

)

︒

大
内
青
巒
は
︑
前
田
慧
雲
の
後
を
受
け
て
︑
大
正
三
︵
一
九
一
四
︶

年
七
月
に
第
三
代
学
長
に
就
任
し
た
︒

弘
化
二
︵
一
八
四
五
︶
年
四
月
一
七
日
現
宮
城
県
仙
台
市
に
生
ま

れ
る
︒
曹
洞
宗
の
僧
照
庵
の
も
と
で
得
度
し
た
︒
哲
学
館
創
立
の
際

の
賛
助
者
の
一
人
で
あ
り
︑ま
た
仏
教
専
修
科
開
設
に
あ
た
っ
て
は
︑

そ
の
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
︒
学
長
就
任
後
一
年
た
ら
ず
で
重
病

に
罹
り
︑
大
正
七
︵
一
九
一
八
︶
年
五
月
に
は
学
長
を
辞
す
る
こ
と

に
な
っ
た
︒
こ
の
間
の
学
長
職
務
は
︑
境
野
哲
が
学
長
代
理
と
し
て

執
っ
た
︒
辞
任
後
ま
も
な
い
同
年
一
二
月
一
六
日
︑
七
三
歳
で
逝
去

し
た
(
５

)

︒

掛
軸
﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂
の
軸
箱
の
蓋
裏
の
墨

書
に
よ
る
と
︑
扇
面
の
﹁
装
幀
者
﹂
は
境
野
哲
︵
黄
洋
︶︑﹁
装
幀
日
﹂

は
昭
和
六
︵
一
九
三
一
︶
年
五
月
で
あ
る
︒
ま
た
軸
箱
裏
に
は
︑
境

野
哲
が
軸
装
し
て
か
ら
高
木
武
三
郎
に
渡
る
ま
で
の
経
緯
が
墨
書
さ

れ
て
い
る
︒
そ
れ
に
よ
る
と
掛
軸
は
︑
境
野
哲
か
ら
富
田
斅
純
に
渡

り
︑
富
田
は
昭
和
一
八
︵
一
九
四
三
︶
年
七
月
七
日
︵﹁
軸
箱
内
底
﹂

参
照
︶︑
高
嶋
米
峰
が
東
洋
大
学
長
に
就
任
の
際
に
こ
れ
を
贈
っ
た
︒

境
野
哲
は
︑
明
治
四
︵
一
八
七
一
︶
年
八
月
一
二
日
︑
現
宮
城
県

名
取
郡
境
野
村
に
士
族
境
野
功
敏
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
︑
の
ち
に

黄
洋
と
号
し
た
︒
井
上
円
了
の
著
作
を
読
み
非
常
に
感
激
し
て
単
身

上
京
︑
哲
学
館
に
入
学
し
た
︒
明
治
二
五
︵
一
八
九
二
︶
年
七
月
に

哲
学
館
を
修
了
︑
明
治
四
五
︵
一
九
一
二
︶
年
に
東
洋
大
学
教
授
と

な
っ
た
︒
大
内
青
巒
が
学
長
を
辞
任
後
︑
大
正
七
︵
一
九
一
八
︶
年

六
月
に
第
四
代
学
長
に
就
任
し
た
︒
大
正
一
二
︵
一
九
二
三
︶
年
に

起
こ
っ
た
東
洋
大
学
の
紛
擾
事
件
(
６

)

に
よ
り
︑
同
年
六
月
二
九
日



149 ｢青巒甫水慧雲三先生合作扇面｣､｢煩悩泥中菩提生根」

文
部
省
か
ら
学
長
認
可
取
消
命
令
を
受
け
学
長
職
を
辞
し
た
︒
東
洋

大
学
を
去
っ
た
境
野
は
︑
昭
和
八
︵
一
九
三
三
︶
年
一
一
月
一
一
日
︑

六
二
歳
で
逝
去
し
た
(
７

)

︒

富
田
斅
純
は
︑
明
治
八
︵
一
八
七
五
︶
年
五
月
二
日
現
長
野
県
に

松
尾
仲
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
︒
明
治
一
五︵
一
八
八
二
︶

年
長
勝
寺
の
富
田
容
純
の
も
と
で
得
度
し
た
︒
明
治
二
九
︵
一
八
九

六
︶
年
七
月
哲
学
館
宗
教
学
部
を
卒
業
し
た
︒
高
嶋
米
峰
と
は
同
期

の
卒
業
で
あ
る
︒
ま
た
明
治
四
四
年
三
月
に
講
師
の
称
号
を
授
与
さ

れ
て
い
る
(
８

)

︒
大
正
九
︵
一
九
二
〇
︶
年
豊
山
大
学
長
に
就
任
︒
昭

和
七
︵
一
九
三
二
︶
年
真
言
宗
豊
山
派
管
長
と
な
り
︑
昭
和
三
〇
︵
一

九
五
五
︶
年
︑
八
一
歳
で
逝
去
し
た
︒

高
嶋
米
峰
は
︑
明
治
八
︵
一
八
七
五
︶
年
一
月
一
五
日
現
新
潟
県

中
頸
城
郡
の
真
宗
真
照
寺
に
宗
明
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
︒
明
治

二
六
︵
一
八
九
三
︶
年
九
月
に
上
京
し
て
哲
学
館
に
入
学
︑
明
治
二

九
︵
一
八
九
六
︶
年
七
月
に
教
育
学
部
を
卒
業
し
た
︒
昭
和
一
二
︵
一

九
三
七
︶
年
六
月
東
洋
大
学
教
授
に
な
っ
た
が
︑
翌
一
三
︵
一
九
三

八
︶
年
一
〇
月
に
辞
任
し
た
︒
昭
和
一
二
︵
一
九
三
七
︶
年
七
月
か

ら
二
期
六
年
に
わ
た
っ
て
学
長
職
に
あ
っ
た
大
倉
邦
彦
に
か
わ
っ

て
︑
昭
和
一
八
︵
一
九
四
三
︶
年
七
月
一
日
第
一
二
代
学
長
に
就
任

し
た
︒
大
正
七
︵
一
九
一
八
︶
年
学
長
に
就
任
し
た
境
野
哲
以
来
二

人
目
の
校
友
出
身
の
学
長
で
あ
っ
た
︒
昭
和
一
九
︵
一
九
四
四
︶
年

一
〇
月
学
長
を
辞
任
し
た
︒
一
〇
月
二
五
日
︑
七
四
歳
で
逝
去
し

た
(
９

)

︒

境
野
哲
と
高
嶋
米
峰
は
︑
田
中
治
六
︵
明
治
二
四
︹
一
八
九
一
︺

年
七
月
哲
学
館
卒
業
︶
と
と
も
に
哲
学
館
の
﹁
三
羽
烏
﹂
と
も
言
わ

れ
︑
か
つ
て
は
仏
教
清
徒
同
志
会
や
新
仏
教
運
動
の
中
心
人
物
と
し

て
と
も
に
活
動
し
た
間
柄
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
大
正
一
二
︵
一
九
二

三
︶
年
の
紛
擾
事
件
に
お
い
て
︑
境
野
は
学
長
派
と
し
て
︑
高
嶋
は

反
学
長
︵
反
境
野
︶
派
の
校
友
有
志
団
代
表
の
一
人
と
な
り
袂
を
分

か
つ
こ
と
と
な
る
︒

高
木
武
三
郎
は
︑
大
正
一
五
︵
一
九
二
六
︶
年
三
月
東
洋
大
学
専

門
学
部
倫
理
学
東
洋
文
学
科
を
卒
業
︑
卒
業
後
は
校
友
会
評
議
員
を

務
め
た
︒
高
木
は
︑
高
嶋
米
峰
の
逝
去
後
︵
昭
和
二
四
︹
一
九
四
九
︺

年
十
二
月
︶︑
遺
族
か
ら
扇
面
の
掛
軸
を
贈
ら
れ
︑
掛
軸
の
箱
裏
に
そ

の
来
歴
を
墨
書
し
た
︒
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２

﹁
煩
悩
露
中
菩
提
花
開
﹂

こ
の
作
品
は
前
記
の
と
お
り
︑
令
和
三
︵
二
〇
二
一
︶
年
五
月
に

筆
者
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
︒
内
容
は
﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生

合
作
扇
面
﹂
の
井
上
円
了
の
賛
と
よ
く
似
て
い
る
が
︑
使
わ
れ
て
い

る
語
句
に
違
い
が
あ
る
︒

﹁
煩
悩
露
中
菩
提
花
開
﹂
で
は
︑﹁
露
中
﹂︑﹁
開
花
﹂︑﹁
月
浮
﹂
が
︑

円
了
の
賛
で
は
︑﹁
泥
中
﹂︑﹁
生
根
﹂︑﹁
結
実
﹂
に
な
っ
て
い
る
︒
円

了
は
こ
の
語
句
の
違
い
に
何
か
意
味
を
込
め
た
の
だ
ろ
う
か
︒

﹁
青
巒
甫
水
慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂
に
あ
る
円
了
の
賛
の
意
味

を
紐
解
く
手
掛
か
り
と
し
て
︑
こ
の
作
品
に
関
係
す
る
資
料
を
求
め

て
い
た
と
こ
ろ
︑
筆
者
に
は
い
く
つ
か
の
発
見
が
あ
っ
た
︒

一
つ
は
︑
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
井
上

円
了
の
書
の
中
に
︑
同
一
の
内
容
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
︵
写
真
㋖
参
照
︶︒
こ
の
こ
と
か
ら
本
作
以
外
に
も
︑
同
一
内
容

な
い
し
は
類
似
し
た
内
容
の
作
品
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒

も
う
一
つ
は
︑
円
了
の
著
作
﹃
仏
教
心
理
学
』
(
10

)

に
次
の
よ
う
な

記
載
が
あ
る
︒

そ
の
他
︑
二
︑
三
の
書
に
見
る
と
こ
ろ
の
一
心
の
真
相
迷
悟

の
状
態
を
引
用
す
べ
し
︒

煩
悩
の
露
中
に
菩
提
の
花
開
き
︑
悪
業
の
浪
上
に
仏
果
の

月
浮
か
ぶ
︒︵﹃
禅
家
語
録
﹄︶

煩
悩
露
中
菩
提
花
開
︑
悪
業
浪
上
仏
果
月
浮
︵﹃
禅
家
語

録
﹄︶

そ
の
ほ
か
﹃
大
乗
哲
学
﹄
(
11

)

に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
︒

ま
た
禅
家
の
語
録
に
︑

煩
悩
の
露
中
に
菩
提
の
花
開
く
︑
悪
業
の
浪
上
に
仏
果
の

月
浮
か
ぶ
︒

煩
悩
露
中
菩
提
花
開
︑
悪
業
浪
上
仏
果
月
浮
︑

こ
れ
煩
悩
即
菩
提
︑
生
死
即
涅
槃
の
意
に
外
な
ら
ず
︒

こ
こ
に
あ
る
﹃
禅
家
語
録
﹄︵﹁
禅
家
の
語
録
﹂︶
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
︑
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
︒
し
か
し
︑﹁
青
巒
甫
水

慧
雲
三
先
生
合
作
扇
面
﹂
に
あ
る
井
上
円
了
の
着
賛
と
﹁
煩
悩
泥
中
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菩
提
生
根
﹂
の
意
味
を
円
了
の
思
想
や
哲
学
の
面
か
ら
明
ら
か
に
す

る
う
え
で
︑
手
掛
か
り
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

写
真
㋖

井
上
円
了
哲
学
セ
ン
タ
ー
所
蔵﹁
煩
悩
露
中
菩
提
花
開
﹂

︵
大
正
五
年

紙
本
墨
書
︑
掛
軸
︶

お
わ
り
に

﹁
井
上
円
了
先
生
の
書
﹂
研
究
グ
ル
ー
プ
の
本
田
氏
は
円
了
の
書

に
つ
い
て
︑﹁
書
を
見
て
そ
の
中
に
筆
者
の
人
間
性
を
観
取
で
き
る

の
は
行
草
体
が
最
も
よ
い
︑
と
中
国
清
朝
の
代
表
的
書
論
家
で
あ
る

劉
煕
載
は
言
っ
て
い
る
︒
円
了
先
生
の
書
作
品
の
殆
ど
が
行
草
体
で

あ
る
︒
書
は
ど
の
芸
術
よ
り
端
的
に
人
間
性
が
表
現
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
(
12

)

︒

円
了
は
延
べ
二
七
年
間
と
い
わ
れ
る
全
国
巡
講
で
多
く
の
書
を
残

し
て
い
る
︒
今
後
も
新
た
な
円
了
の
遺
墨
と
出
会
い
︑
そ
れ
ら
を
と

お
し
て
円
了
の
人
柄
や
も
の
の
見
方
︑
考
え
方
を
研
究
し
て
行
き
た

い
︒

【
註
︼

(１
)
﹃
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
井
上
円
了
︱
モ
ノ
か
ら
見
る
思
想
・
活

動
・
人
脈
︱
﹄
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇

一
九
年
︑
五
三
頁
︒

(２
)
﹃
東
洋
哲
学
﹄
第
二
四
篇
第
一
一
号
︑
東
洋
哲
学
発
行
所
︑
一

九
一
七
年
︑
五
一
︱
五
八
頁
︒

(３
)
﹃
東
洋
大
学
百
年
史

通
史
編
Ⅰ
﹄
東
洋
大
学
創
立
百
年
史

編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
︑

一
九
九
三
年
︑
六
一
三
︱
六
一
四
頁
︒

(４
)
﹃
東
洋
大
学
百
年
史

通
史
編
Ⅰ
﹄
東
洋
大
学
創
立
百
年
史

編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
︑

一
九
九
三
年
︑
六
〇
九
︱
六
一
〇
頁
︒

(５
)
﹃
東
洋
大
学
百
年
史

通
史
編
Ⅰ
﹄
東
洋
大
学
創
立
百
年
史

編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
︑

一
九
九
三
年
︑
六
二
九
︱
六
三
〇
頁
︒

(６
)
﹃
東
洋
大
学
百
年
史

通
史
編
Ⅰ
﹄
東
洋
大
学
創
立
百
年
史

編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
︑
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一
九
九
三
年
︑
八
一
五
︱
八
六
二
頁
︒

(７
)
﹃
東
洋
大
学
百
年
史

通
史
編
Ⅰ
﹄
東
洋
大
学
創
立
百
年
史

編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
︑

一
九
九
三
年
︑
六
五
一
︱
六
五
二
頁
︒

(８
)
﹃
東
洋
哲
学
﹄
第
一
八
篇
第
四
号
︑
東
洋
哲
学
発
行
所
︑
一
九

一
一
年
︑
五
〇
頁
︒

(９
)
﹃
東
洋
大
学
百
年
史

通
史
編
Ⅰ
﹄
東
洋
大
学
創
立
百
年
史

編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
︑

一
九
九
三
年
︑
一
二
九
七
︱
一
二
九
八
頁
︒

(10
)

井
上
円
了
﹃
仏
教
心
理
学
﹄︵﹃
井
上
円
了
選
集
﹄
第
一
〇
巻
︑

一
九
九
一
年
︑
一
六
四
︱
一
六
五
頁
︶︒

(11
)

井
上
円
了
﹃
大
乗
哲
学
﹄︵﹃
井
上
円
了
選
集
﹄
第
五
巻
︑
一

九
九
〇
年
︑
四
二
〇
頁
︶︒

(12
)

本
田
春
玲
﹁﹁
井
上
円
了
先
生
の
書
﹂
の
研
究
﹂︵﹃﹁
井
上
円

了
先
生
の
書
﹂
遺
墨
集
と
そ
の
研
究

第
二
集
﹄﹁
井
上
円
了

先
生
の
書
﹂
研
究
グ
ル
ー
プ
︑
一
九
八
四
年
︑
一
一
五
頁
︶︒


